








特集 業務の高度化に挑む事例研究

新・店舗管理システムの
4つの要件

　W-ZERO3 の 導 入 か ら 4 年 た っ た
2012年に、W-ZERO3とは別のところ
で1つの問題が顕在化していた。当時、
パターンオーダーの受注は、顧客の要
望を聞いて受注票に手書きし、その
受注票を工場へFAXして、工場側で
IBM iに登録する業務フローとしてい
た。しかし、工場での登録が手書きの
受注票を見ながらの手入力だったので
ミスもあり、さらに、システムへの登
録後に電話などのやり取りで色やサイ
ズが変更になってもシステムに反映さ
れず、商品ができ上がってから店舗や
物流センターで混乱が生じるという問
題が起きていた。
　そこで、パターンオーダーのシ
ステム化が課題となった。しかし、
W-ZERO3はメモリを使いきっており、
新たなアプリケーションを搭載する余
裕はない。その結果、新しいデバイス
探しが始まったが、当時すでにiPad
が広く一般に普及していた。「詳しく
調査し、その表示性能と通信を含めた

諸機能を高く評価して、すぐにiPadの
採用を決めました」と宮田氏は言う。
　iPadをデバイスとする新しい店舗管
理システムは、以下の4点を要件とした。

・ W-ZERO3のシステム内容を移行で
き、操作性も継承できる

・ IBM iにダイレクトにアクセスできる
・ Webブラウザで表示・操作が行える
・ 画面設計をHTMLで行える

　Webブラウザでの表示・操作にこ
だわったのは、「従来のシステムがデ
バイスに依存する内容で拡張性に乏し
く、端末の変更で苦労してきたため」
で、IBM iへのダイレクトアクセスを
要件としたのは、「操作とシステムを
シンプルにするのが狙い」と宮田氏は
説明する。

iPadとIBM iを連携できる
SmartPad4iを採用

　次に、iPadとIBM iに対応する開発
ツール探しに移ったが、宮田氏はその
時に、W-ZERO3の導入時に検討した

ミガロ.のツールを思い出したという。
「W-ZERO3 の時点では、ミガロ. の
ツールが携帯デバイスに対応してい
なかったので検討対象から外しました
が、あらためて確認すると、機能を大
きく向上させ、スマートデバイスにも
対応していました。セミナーでデモを
見て、これはいいな、と思い、検討す
ることにしました」（宮田氏）
　 採 用 し た の は、「SmartPad4i」 と
い う ス マ ー ト デ バ イ ス か ら RPG

（COBOL）プログラムを利用するた
めのアプリケーション開発ツールで、
IBM i対応開発ツール「JC/400」のオ
プション製品である。SmartPad4iは、
スマートデバイスの画面をHTMLで
作成し、画面の項目とRPG ／ COBOL
プログラムをひもづけるだけでプログ
ラムが完成する。宮田氏は、「私のほう
でHTMLを使えたので、画面さえ作
成すれば、後はRPG技術者にプログ
ラム開発を任せることができ、スピー
ディに開発できると考えました」と述
べる（図表1、2）。
　2013年7月に開発をスタートさせ、
翌年4月にカットオーバーし、最初は
5店舗でサービスインした。そして順
次、他店舗へ展開し、現在は紳士服と
ヘルス＆ケアの各店舗と、営業および
幹部社員が利用中である（図表3）。
「現在までに130台を導入しました
が、このうちヘルス＆ケアの店舗用は
iPad miniを採用し、あと10台ほど追
加導入します。また、婦人服の店舗で
はW-ZERO3を継続利用していますが、
今後iPadへの切り替えも検討してい
ます」と説明するのは、情報システム
課で画面設計を担当している田中裕司
氏である。

棚卸システムでは
連続スキャンにこだわる

　紳士服用のシステムは次のような概

図表 10 棚卸  スキャン入力画面図表 9 棚卸入力画面
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要だ。ログインすると、「実売」「在庫
照会」「商品マスタ照会」「棚卸」が並
ぶメインメニューが表示され（図表4）、

「実売」をクリックすると「入力送信」
「修正」「照会」「週報」のサブメニュー
へ（図表5）。販売した商品を登録する
場合は、「入力送信」を開き、日付、商
品の区分を指定（図表6）。次の画面で、
iPadにつないでいるスキャナーで商品
タグをスキャンするとさらに次の画面
に移り、JANコード、商品コード、単
価、点数、価格などが自動表示される。
この画面では、「お客様情報」として、
性別、年代、用途を選択できるように
なっている（図表7）。そして、確認後、
送信すると、IBM i上の店舗管理シス
テムに反映される。「実売」を照会す
る場合は、サブメニューの「照会」か
ら入って、期間や商品区分を選択する
と一覧される仕組みである（図表8）。
「棚卸」なども同様の操作だが、棚卸
では、「連続スキャンにこだわりまし
た」と宮田氏。連続スキャンとは、１
つの商品のバーコードをスキャンする
と次のデータ項目にカーソルが自動的

に飛んでいく機能で、これがないと手
動で次のデータ項目にカーソルを合わ
せる必要があり、効率が非常に悪い。
その機能がなかなか実現できなかっ
た。「iPad固有の理由によるものです
が、Androidならば問題なく実現でき
る機能がどうしてできないのか、とこ
だわりました。しかし、ミガロの的確
で迅速な技術サポートにより、最終的
に解決できました」と倉茂氏は語る（図
表9、10）。
　営業担当者や幹部社員が利用するシ
ステムでは、IBM iにアクセスし、店
舗別、期間別、アイテム別の切り口で
売上高を表示でき、予算との対比も確
認できる（図表11〜13）。移動中や外
出先などどこからでも基幹システムに
アクセスでき、情報の照会が可能だ。
　またパターンオーダーのシステムで
は、顧客と対話しながら「オーダーシー
ト」に手書きし、後でiPadに入力し送
信する形とした。販売員は「実売」の
入力時に、顧客の性別や年代、用途（結
婚式ホスト、ゲスト、パーティ、クルー
ズ、ビジネス、叙勲・記念式典）など

のプロフィールも登録する。

今後は商品企画や
基幹システムの改築も視野に

「そのお客様のプロフィールデータや
販売データを商品企画に役立てていく
のが今後の課題です」と宮田氏。倉
茂氏は、「開発当初は、WebSphereに
不慣れだったこともあり戸惑うことが
多々ありましたが、ミガロ.の的確で
迅速な技術サポートを受けてすぐに問
題を解決でき、テンポよく開発を進め
てくることができました。ミガロ.の
担当者の技術力には感嘆することもあ
り、高く評価しています。今後は基幹
システムの改築を視野に入れて、生産
計画、商品カタログ、Excelなど店舗
以外での活用も検討していく予定で
す」と、それぞれ抱負を語る。
　 同 社 の 店 舗 管 理 シ ス テ ム は、
SmartPad4iの導入により、一挙に高
度化した。旧来のシステムをより使い
やすくする高度化の動きは、まだまだ
続きそうである。

図表 12 営業および幹部社員向けシステム
店頭別在庫照会画面

図表 11 営業および幹部社員向けシステム
トップ画面

図表 13 営業および幹部社員向けシステム
期間別実売画面
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